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【手続補正書】
【提出日】平成22年1月28日(2010.1.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　筐体と、
　ディスプレイ出力を与えるように構成され、プロセス制御ループに接続されるように構
成される筐体中のトランスミッタ回路と、
　筐体中の透明又は半透明の高分子層と、
　高分子層に埋め込まれ、ディスプレイ出力に接続し、高分子層を介して情報を表示する
ように構成されたＬＣＤディスプレイと、
を含むプロセストランスミッタ。
【請求項２】
　ＬＣＤディスプレイは、トランスミッタ回路に接続され、プロセス変量の値を表示する
、請求項１に記載のトランスミッタ。
【請求項３】
　高分子層は筐体の外側層の一部を含む、請求項１に記載のトランスミッタ。
【請求項４】
　高分子層は筐体の外壁を含む、請求項１に記載のトランスミッタ。
【請求項５】
　さらに金属ベゼルを含み、金属ベゼルは高分子層を支持する、請求項１に記載のトラン
スミッタ。
【請求項６】
　ＬＣＤディスプレイはプロセス変量の数値を示す、請求項２に記載のトランスミッタ。
【請求項７】
　ＬＣＤディスプレイはプロセス変量の値を色で示す、請求項１に記載のトランスミッタ
。
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【請求項８】
　プロセス変量は温度、圧力、流速又はレベルを含む、請求項１に記載のトランスミッタ
。
【請求項９】
　外部表面の少なくとも一部に透明又は半透明の高分子層を含む筐体と、
　センサからの信号を受理し、ディスプレイ出力を供給するように構成され、プロセス制
御ループに接続するように構成された、筐体中のトランスミッタ回路と、
　筐体に埋め込まれ、ディスプレイ出力に接続可能であり、高分子層を介して情報を表示
するように構成されたＬＣＤディスプレイと、
を含む、センサからの信号を伝送するプロセストランスミッタ。
【請求項１０】
　ＬＣＤディスプレイはセンサによって測定されたプロセス変量の値を示す、請求項９に
記載のトランスミッタ。
【請求項１１】
　筐体は、
　外部表面を含む不透明な内部層と、
　内部層の外部表面上のコーティングと、
を含み、ＬＣＤディスプレイはコーティングの内部に埋め込まれている、請求項９に記載
のプロセストランスミッタ。
【請求項１２】
　トランスミッタ回路は、センサからの信号に相関する二次プロセス変量の値を測定する
ためにセンサからの信号を変換する計算機を含み、ＬＣＤは二次プロセス変量を表示する
、請求項１０に記載のプロセストランスミッタ。
【請求項１３】
　センサでプロセス変量の値を検知するステップと、
　センサからプロセストランスミッタの筐体の内部に含まれるトランスミッタ回路に信号
を与えるステップと、
　トランスミッタ回路のディスプレイ出力から、筐体の高分子層に埋め込まれた液晶ディ
スプレイに信号を送信するステップと、
　高分子層を介して埋め込まれた液晶ディスプレイ上に情報を表示するステップと、
を含むプロセストランスミッタ筐体上にプロセス情報を表示する方法。
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